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第４回小川町総合振興計画審議会 会議録 

 

名 称 第４回小川町第６次総合振興計画審議会 

日  時 令和７年９月１日（月） 午後３時００分～午後４時００分 

場  所 リリックおがわ２階 会議室５ 

出 

席 

者 

委 員 石塚守（会長）、松岡良治（副会長）、金子哲、土田芳夫、岸田直幸、古川

由夏、吉田壮一、関根博、瀬川豊、内田恵帆、針金美代子、北島孝子、岩

出智子、秋山尚之 

事務局 小暮亮治副町長、 

政策推進課 石川勝課長、田嶋伸弘主幹、石川俊一主席主査 

会 議 次 第 １ 開会 

２ 会長あいさつ 

３ 副町長あいさつ 

４ 議事 

（１）小川町第６次総合振興計画（案）について 

（２）答申（案）について 

５ その他 

議事要旨 

１ 開会 

事務局 

 

〔開会〕 

・資料確認 

２ 会長あいさつ 

会長 〔あいさつ〕 

３ 副町長あいさつ 

副町長 〔あいさつ〕 

４ 議事 

（１）第６次小川町総合振興計画（案）について 

会長 ・事務局に説明を求める。 

事務局 〔資料１について説明〕 

会長 ・事務局からの説明について、質問等あるか。 

委員 ・６ページ、７ページの人口に関するデータについて、直近の数字を入れる

ことはできないか。 

事務局 ・人口の部分については、５年ごとに行われる国勢調査の数字を基に作成

している。計画に関連する国の総合戦略なども令和２（２０２０）年の数字を
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基に作成しており、他の自治体も同様の対応が多いことから、本計画も国

勢調査の数字を使っている。今年は国勢調査の年であるが、本計画の策

定には間に合わない。財政については、令和６年度の決算等はまだ出てい

ない。 

委員 ・２０ページの将来人口の見通しのグラフで、高齢者や生産年齢人口の割

合も分かると良いと思う。また、合計特殊出生率のグラフも載せていただ

けると、町が子育て支援に力を入れている姿勢が伝わると思う。 

事務局 ・生産年齢人口の推移や合計特殊出生率のグラフは、総合振興計画と並

行して策定している、より人口問題に特化した計画である「第３期総合戦

略」の中に、詳細なデータを掲載している。詳細はそちらでご確認いただき

たい。 

委員 ・２５ページの産業振興の部分で、「地域資源を活用して地域の課題解決

を目指す NPO 等の活動を支援」という文言が加えられているが、その意

図や背景を教えていただきたい。 

事務局 ・町としては地域資源の活用を図っていきたいと考えており、NPO や個

人、企業など、様々な主体が地域課題の解決に取り組む活動を支援して

いきたいという意図である。 

事務局 ・小川町には大変多くのNPOの方々が、様々な活動をされており、それも

町の特徴の一つと捉えている。こうした方々は町の貴重な資源であり、支

援をしながら一緒にまちづくりを進めていければという思いも込めている。 

会長 ・他にございますか。 

 〔発言なし〕 

会長 ・本計画案について、皆様からいただいたご意見も反映され、役場内で十

分に検討されてきたものと考えられる。ついては、「小川町第６次総合振興

計画（案）」の内容と方向性について、承認してよろしいか。 

委員 〔「異議なし」の声あり〕 

会長 ・ありがとうございます。承認されたものとします。 

  

（２）答申（案）について 

会長 ・事務局に説明を求める。 

事務局 〔資料２について説明〕 

会長 ・答申案について、皆様からご意見はあるか。 

 〔発言なし〕 

会長 ・この答申については、審議会終了後に、私から町長の方へ手渡したいと
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考えている。その役目を私にお任せいただけるか。 

委員 〔「よろしくお願いします」の声あり〕 

会長 ・ありがとうございました。それでは、私の方から町長に答申させていただ

きます。 

  

５ その他 

委員 ・町民の一人として参加させていただき、感想だけ一言申し上げたい。 第

４次、第５次の総合振興計画を実行してくださった行政の皆様、関係者の

皆様に心より敬意を表する。この２０年間、大きな混乱もなく続いてきたこ

とは安定の証でもある。しかし、時代はかつてないスピードで変化してい

る。次なる１０年を見据えるならば、既存の枠組みを超えた新たな発想と挑

戦が必要だと感じる。今回提案した「企業と連携した新交通システムの推

進」や「移住者への農地活動支援」、「ナラ枯れの調査と対策」などは盛り込

まれなかったが、提出した意見は必ずや今後の計画策定に繋がると信じ

る。私たちに必要なのは「変わらないことの安定」ではなく、「変わり続ける

ことの強さ」である。次なる計画を策定する際には、未来を担う子どもたち

の視点を取り入れていただくことをお願いする。 

事務局 ・この後、石塚会長と松岡副会長には町長公室にお越しいただき、町長へ

答申書をお渡しいただきたい。 

・本日ご承認いただいた計画案を基に、１０月のパブリックコメントに臨む。 

閉会 

事務局 〔終了〕 

 


